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陸棚斜面漁場における漁具の基礎的研究－１

離底曳き網の海上実験

不破茂・肥後伸夫・柿本 亮

FoundermentalStudyoftheFishingGearattheOceanFishing

GroundsinExtra-ShelfRegions-I

FieldExperimentsofSeaSlaterNet

ShigeruFuwA*１，NobioHIGo*１andMakotoKAKIMoTo*２

Abstract

ToobtainsomeiimdamentalsuggestionsonthegearefIiciencyoftwodiH1erenttypesoftrawl

net，authorscarriedoutthefieldexperiment，andcomparedthemwitheachother，basingon

thePhysicalcharactersofthenet・Oneisordinarytypedtrawlnet，theothcrisseaslaternet・

Theresultsobtainedinthisstudyaresummarizedasfbllows．

(1)Distancefi･omseabottomonseaslaternetwereintherangeoflO=３３ｃｍ,itwaspossibleto
catchoffish．

(2)Ｗｉｎｇdistanceofseaslaternetwasabout１０％widerthanthatofordinarynet,andthen

seaslaternetweresuperioｒｔｏｏｒｄｉｎａｒｙｎｅｔｉｎｔｈｅｇｅａｒｅｆIiciency．

(3)ComParingnetresistanceoftwotypesofnet,thatofseaslaternetwasabout21_39％

lessthanthatofordinarynet、Ｔｈｉｓ企ctestimatedthatitoriginatedtodecreasingbottom

fi･ictionbychangingthefbrmofgroundrope．

(4)Thefbllowingswereobtainedasanempiricalequationwithinthelimitsofthisexperiment・

Totalresistanceoftrawlinggear

Rz,＝905.1Ｖo･６７ ordinarynet

RT＝686.4ｙｏ､７６ ｓｅａslaternet

Resistanceofnet

Rjv＝384.7Ｖ１．７９ ordinarynet

RZv＝３２１．８Ｖ'､５５ ｓｅａｓｌａｔｅｒｎｅｔ

Ｈｅｉｇｈｔｏｆｎｅｔｍｏｕｔｈ

Ｈ＝３．０９Ｖ－１．５２ ｓｅａｓｌａｔｅｒｎｅｔ

底曳網を海底の障害物から回避するために一時的に離底させることは従来より実施されて

おり，その漁獲対象物によっては曳索長や曳網速力の調整によって積極的に離底させること
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も行なわれている．底曳網を海底よりわずかに離底させて非有用物の入網を少くし，海底起

伏の激しい漁場での曳網を可能にする目的で肥後ら')は新しい離底装置をもつ底曳網を考案

し小型底曳網での曳網に成功した．著者らはこの離底装置をトロール網に装着して曳網実験

を試みたのでその結果について報告する．
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材料及び方法

実験に使用したトロール網は６枚構成でありその概要はFig.１，ｎｂｌｅｌに示す．離底装

置は前実験と同様であり，今回はチエンの長さを１ｍとし，浮力及び沈降力を既報'）の場

勘

25.30ｍ

５．７０ｍ

２．５５ｍ

75.14toｎ

４cycleDiesel

400ps×１２００ｒｐｍ

Ｃ・Ｐ･Ｐ

３

２ton×６０ｍ/ｍin．

Table１．SpecificationoftheNansei-Maru．

諏雫
Length(０．A）

Breadth

Depth

Grosstonnage

Mainengme

Fig.１．Netplanofexpenmrntaltrawlnet．Fig.２．Riggingsoftheexperlmentalfishinggear．
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1５．２

１８．９

61.5

79.8

1.3×０．８５

6７

15.2

18.9

61.5（71.0*）

93.91（164.91**）

1.3×０．８５

Table２．Summaryofexperimentalfishinggears．
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Item Ordinarynet Seaslaternet

Headropelength(、）

Groundropelength(、）

Floattotalbuoyancy(kg）

Groundropeweightinwater(kg）

Otterboardarea(ｍ２）

結果および考察

チェンの摺れより測定した離底高さは８～33ｃｍの範囲であるが操業によって変動が大き

く，グランドロープの部位によってかなり離底高さに差のあることが認められた．しかし

チェンの摺れによって離底状態が推定できるので適宜沈子を重量増減して，網全体の調整を

＊Floattotalbuoyancyattachedongroundrope

*＊Totalweightofchaininwater

合より大にした．この離底装置をグランドロープ部分のみに装置し，前回と異なり腹網には

装着しなかった．これは模型実験でグランドロープがある高さ離底していると腹網に離底装

置を付加しないでも，腹網はかなり離底することを確認したためである．実験はボビン型の

グランドロープをもつ普通網と浮子とチェンを組み合せたグランドロープをもつ離底曳き網

について行った．沈子網の換交はチェン上端に装着したＣリンクとグランドロープに縛着

したシャックルの着脱により行った．漁具構成及び離底装置の概要をFig.２に示す．

実験は本学練習船南星丸（75.14トン）により東シナ海で実施した．漁場の水深は76～105

ｍ,底質は砂・砂泥，実験時の風力１～３，海上は平隠であった．

網成りの測定は，網口に網高さ計*'を装着して網口の開口部高さ（以下網口高さと呼ぶ）

を測定し，自記式張力計をハンドロープと三角板との連結部に装着して網の抵抗を測定した．

計器の装着に際しては，計器の装着による網成りの変化がないように十分に配慮した．また

船上においてはワープ張力計*２によりワープ張力を測定した．曳網速力はノットメーター*３

で，ワープ伏角は傾斜計で測定した．またワープ展開角は，棒尺及び巻尺によって三辺長を

測定して両舷のワープ展開角を計算した．（Fig.３）

２２２

α=cos-山蒜云L2-9Oo
2２２

β=cos-1Li蒜云L》-90．
離底曳き網ではあらかじめ発錆させたチェンを装着して揚網直後にその摺れ部分長さを測

定することで離底高さを測定した．
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０２０３０４０５０６０

DiStancebetween･otterb◎ards（、）

Fig.４．Relationshipbetweenthedistancebetweentheotterboardsandthedistance
fromseabottom．

Fig.３．Schematicdrawingofmeasureingmethodofthecrossangleofwarps．

はかった．なお離底高さの調整は沈子重量を重い方から軽くする方へコントロールする考え

方が妥当のように考えられる．

ワープ形状を直線として計算によって求めたオッターポード間隔及び袖先間隔はＴａｂｌｅ２

に示すようになる．２種の網を比較すると離底曳き網は普通網に較べてオッターポード間隔

で約９％，袖先間隔で約10％拡がる．また網の離底高さとオッターポード間隔との関係をみ

れば，離底高さが増すことでオッターポード間隔がより拡がる傾向が認められる．漁具の全

抵抗は離底曳き網は普通網より９～36％減少し，網抵抗は21～39％の減少となった．これは

沈子綱の接地抵抗が減少したためと考えられる．即ち網抵抗が減少したことでオッターボー

ドの展開力が相対的に増加することになり，その結果オッターポード間隔及び袖先間隔が拡

大したものと考えられる．この現象によって雛底曳き網では網の掃海面積が約10％増加する

ことになる．

網抵抗Ｒｊｖ（kg）と曳網速力Ｖ(ｍ/s）との関係は次のように表わされる．

１．７９１．５５

Ｒ』v＝769.4Ｖ普通網Ｒ』v＝643.6Ｖ離底曳き網

。 ◎
０

０
。

◎０
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また漁具の全抵抗Ｒ（kg）と曳網速力Ｖ(ｍ/s）との関係は下式で表わされる．

０．７６０．６７

Ｒ＝1810.2Ｖ普通網Ｒ＝1372.8Ｖ離底曳き網

離底曳き網の網口高さは曳網速力2.0～3.0ｋnotの範囲では3.1～1.4ｍの値となったが，

この値は普通網とほぼ同一である．網口高さＨ(、）と曳網速力Ｖ（ｍ/s）との関係は次の

ように表わされる．

－１．５２

Ｈ＝3.09Ｖ離底曳き網

今回の実験から離底曳き網は普通網に比較して網抵抗が約20％少なく，また網の掃海面積

が約10％広いという利点があるが増速により離底しやすいという欠点がある．このようなこ

とをふまえて今後の課題として曳網速力の高速化がある．このためには高速曳網時に離底曳

き網としての機能を示すための離底高さの確保及び垂下チェンの形状について更に研究して

ゆきたい．

Table３．Calculatedvaluesofthedistancebetweenotterboardsandthatofwingtipson

ordinarynet、◆

Table４．Calculatedvaluesofthedistancebetweenotterboardsandthatofwingｔｉｐｓｏｎ
ｓｅａｓｌａｔｅｒｎｅｔ．
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(model）
ｅ６．０８ｍ

ｒｒ

０ １２（ｍ伯）

Ｔｏｗｉｎｇｓｐｅｅｄ

Ｆｉｇ､６．Relationshipbetweenthetowingspeed

要 約

オッタートロール網を雛底曳き網に改造して曳網実験を行い次のような結果を得た．

（１）離底高さは約８～33ｃｍでありこの範囲では十分に漁獲が期待できる．

４

０ １２（mAs）

TowingSpeed

Fig､７．Relationshipbetweenthetowingspeedandtheheightofnetmouth．
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（２）離底曳き網では普通網よりも袖先間隔が約10％拡がり網の掃海面積が増加した．

（３）離底曳き網では網抵抗が21～39％減少した．これは沈子綱の接地抵抗の減少によるも

のと考えられる．

（４）両網の網抵抗，漁具抵抗，網口高さにつき下記の実験式が得られた．

網抵抗
１．７９

Ｒｊｖ＝769.4Ｖ 普通網
１．５５

IRjv＝643.6Ｖ離底曳き網

漁具抵抗
０．７６

Ｒ＝1810.2Ｖ普通網
０．６７

Ｒ＝1372.8Ｖ'、離底曳き網

網口高さ
－１．５２

１r＝３．０９Ｖ 離底曳き網

漁具製作に御協力頂きました本学部田畑静夫氏並びに実験に際し御協力下さった南星丸乗

組員各位に深く感謝します．’

文 献

1）肥後伸夫・上水樽豊己（1979）：離底曳き用底曳網の実用化に関する研究一(予報)，鹿大水紀要28,

119-129


